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脂肪含量6%区 脂肪含量12%区

水分  38.1±0.5  32.2±0.9

粗蛋白質  37.9±0.2  37.5±0.7

粗脂肪   6.4±0.2  12.3±0.2

粗灰分  10.0±0.1  10.0±0.2

三重県産マハタの普及に向けて 

 

尾鷲水産研究室 中村砂帆子  

 

1．はじめに 

マハタは白身の高級魚で，刺身で食べる

とコリコリとした食感と甘味，鍋で食べる

と身の美味しさはもちろん，旨味が凝縮さ

れたコラーゲン質のスープが楽しめます。

刺身や鍋に限らず，中華料理や洋食など幅

広い料理に用いることができる美味しい魚

であるため，新しい養殖魚種として期待さ

れています。 

三重県では平成 8 年度からマハタの種苗生産技術開発に着手し，性転換技術による親魚

の確保，仔魚の初期減耗，大量死を引き起こすウイルス性神経壊死症（VNN）などの課題

を解決して種苗の大量生産技術を確立しました。平成 23 年度までに三重県尾鷲栽培漁業セ

ンターに種苗生産技術の移転を完了し，今年度は過去最高となる約 18 万尾の種苗を生産し，

県内の養殖業者に配布されました。また，種苗生産技術開発と並行して養殖技術の開発に

も取り組みました。その成果を「マハタ養殖マニュアル」としてとりまとめ，随時バージ

ョンアップを行い，技術の普及に務めています。  

尾鷲水産研究室では，消費者から評価の高いマハタ養殖魚を生産するために，マハタの

成長特性および身質特性を把握することを目的として，平成 24～26 年度に飼育試験を実施

しましたので，その結果の概要を報告します。  

 

2．養殖特性 

マハタの成長や飼料効率に及ぼす飼料の脂肪含量の影響を明らかにするため，平成 24

年 6 月 7 日から 25 年 2 月 26 日まで尾鷲湾内の海面生簀で飼育試験を行いました。試験区

は，粗脂肪含量が 6％，12％のモイストペレット（MP）を投与する 2 区を設定し（表 1），

概ね週 3 日，1 日 1 回飽食量を給餌しました。試験魚は毎月 1 回の頻度で総魚体重の測定

を行い，増重率および飼料効率を算出しました。  

表 1．試験に用いた飼料の一般成分（%） 

 

 

 

 

 

試験期間中の増重率と飼料効率の推移を図 1 に示します。粗脂肪含量 6％区と 12％区を

比較すると，増重率は試験期間を通して両区に差はありませんでしたが，飼料効率は 12％

区の方が 6％区よりやや優れて推移しました。増重率と飼料効率の変動をみると，いずれ

写真 1．養殖マハタ 
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も両区とも夏季と冬季に大きく低下しました。この要因は，夏季には高水温と VNN の発

生，冬季にはハダムシ症の発生と考えられました。VNN はワクチン接種での予防が可能と

なっています（この飼育試験にはワクチン未接種魚を使用していました）。しかし，VNN

を予防しても，高水温によるある程度の摂餌低下は生じると考えられるため，脂肪含量の

低い飼料を給餌することで，脂質添加に掛かるコストを削減できる可能性があります。水

温が下がり始めると徐々に摂餌が回復するため，高脂肪の飼料を与えて飼料効率を上げる

ことができます。 

なお，平成 25 年度に実施した試験では，早期にハダムシを発見・駆虫したため，飼育成

績の大きな低下は起こりませんでした。高水温期および低水温期の摂餌低下の度合いは，

魚病の予防や対策の有無に加え，その年の海水温の高低や上昇・下降スピードにも影響さ

れるため，養殖魚の様子をよく観察し，日々の給餌量や飼料組成を検討する必要があると

考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．身質特性 

 飼料中の脂肪含量は身の脂の

乗りに影響を与えます。前項と

同様に，脂肪含量の異なる MP

を給餌した場合の，マハタ筋肉

中の脂肪含量の季節変動を図 2

に示します。この図を見ると，

粗脂肪含量 12%の飼料を給餌し

た場合，マハタは秋から冬にか

けて最も脂が乗ることが分かり

ます。飼料の脂肪含量を調整す

ることで身の脂の乗りをコントロールできるため，秋から冬にかけて脂の乗ったマハタを

作りたい場合は，粗脂肪含量 12%の餌を与えると良いと考えられます。 

図 2．異なる脂肪含量の飼料を給餌した場合の  

筋肉中の脂肪含量 

図 1．平成 24 年度に実施した試験の水温と飼育成績の推移  
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平成 26 年度には，三重県の主要養

殖魚種であるマダイとの身質の比較

を行いました。海面生簀にマハタ成

魚およびマダイ成魚を収容し，粗脂

肪含量 12%の飼料で約 3 ヶ月間飼育

した時の，筋肉のドリップ率（筋肉

重量に占めるドリップ量の割合）の

比較を図 3，筋肉破断強度の比較を

図 4 に示します。マハタのドリップ

率はマダイの半分程度であり，時間

が経過してもドリップの増加は比較

的緩やかです。また，筋肉破断強度

はマダイより高く，刺身で食べた時

のコリコリとした食感はこの破断強

度の高さゆえと言えます。加えて，

時間が経過しても歯ごたえが継続し

ます。 

以上のことより，マハタはマダイ

と比べて身持ちが非常に良いことが

明らかになりました。この身質特性

を活かせば，生食での提供を考える居酒屋などの飲食店において，強力な食材になると期

待されます。 

 

4．おわりに 

県内最大の養殖マハタの生産地である尾鷲では，マハ

タは鍋，刺身，唐揚げ，握り，煮付け，酒蒸し，洗いな

どで食べられており，美味しいと好評で遠方の都心部か

らのリピーターもあるほどです。また，今年は数量限定

で大手回転寿司チェーンにて取り扱われ，全国で三重県

産養殖マハタを使った寿司が提供されました。  

今後，尾鷲水産研究室では得られた研究成果をもとに

マハタ養殖マニュアルをバージョンアップし，高品質マ

ハタの養殖技術の普及を図ります。また，行政機関や養

殖業者とともに三重県産養殖マハタを消費者に PR し，

三重県のマハタ養殖業の発展に努めていきます。  

 

 

 

 

 

図 3．筋肉のドリップ率の比較 

図 4．筋肉破断強度の比較 

写真 2．マハタの刺身 
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ウニが多い場所へのヒジキの移植 

 

水圏環境研究課 中西 尚文  

 

はじめに 

三重県のヒジキ生産量は全国 3 位以内で，三重ブランドの伊勢ヒジキも有名です。近年

は単価も高いことから，鳥羽市以南の海辺では，春の貴重な収入源となっています。  

水産研究所では三重大学藻類学研究室と平成 24 年度から，南伊勢町に設置したヒジキ試

験礁にて増殖試験に取り組んでいます。県内では磯焼けが進み，ウニだらけという場所も

みられます。まさに劣悪な環境に試験礁があります。ここでヒジキを増やす確実なノウハ

ウを得ることで，藻礁を使ったヒジキ増殖に役立ちます。  

 

なぜ，ヒジキが残り生長した？ 

海藻を新たに増やすには，１）種（受精卵など）を撒く，２）株を植える，の 2 つの方

法に分けられ，これはヒジキにも当てはまります。今回，試験開始 3 年目でようやく移植

株の定着と生長がみられました。そこで，平成 26 年度のキーポイントを紹介します。 

スバリ，結論は，“ウニ侵入防止ネットでヒジキの苗を囲む”です。「なんだ，陸上の

獣除けと同じやんか」，「海中林でも同じ方法あるやん」と思います。確かにそうです。

ただ，ヒジキの生える潮間帯は干満の影響をうけ，波をサブサブと被ります。また台風や

季節風の激しい波で，ウニ侵入防止ネットが壊れては困ります。また，材質が高価でメン

テナンスが面倒なものでは，実用的ものとはいえません。  

 

ヒジキ向けウニ侵入防止ネット 

ウニ侵入防止ネットは様々な形があり ,全国で使われています。今回は，ホームセンター

で売られている農業用のナイロンネットを巻き，ふんわりと結束バンドで束ねました。ふ

んわりと巻くことで，１）ウニがその上を歩けないこと，２）波で動くためほかの生物が

付着しないこと,を目指しています。10 月に試験礁にアンカーボルトを埋め込み，それに

絡めるように設置しました。2 回の台風が直

撃しましたが，壊れることはありませんでし

た。ヒジキとネットの状況は，1 ヶ月に 1 回

程度は確認することをお勧めます。 

ウニは 10℃台半ばより高い水温で活発に摂

餌活動します。動きが緩慢になる 12 月下旬以

降の移植にはネットが不要でしたが，それで

は春以降に食害にあうことが予想されます。

またウニ以外の食害も確認できました。ノウ

ハウを習得し活用できるよう次年度以降も調

査を続けていきます。 

 

 

研究成果情報 

図 1 生長した移植ヒジキとウニ 

侵入防止ネット（H27.3.9) 










